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伝えたいこと

• proライセンスの導入方法
• 情報へのポインタ（ドキュメントとか）

「野田が考えた」使いどころ
• Level1 ぜひ実施 （メモリ管理）
• Level2 やるとよさそう

• 観測慣れてない方用（プレートソルブ、アノテーション、極軸合わせ、自動
開始終了）

• Level3 マニア向け：pythonが書ける方
• １ボタン作成コード（露光時間を手で打つのが面倒な方）
• ２Forumコード使用例：Jean-Francois氏が作成された「UCAC4星表のアノ
テーション」
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ライセンス不要



参考用配布物

• スクリプトの例（ZWOカメラ露光時間を設定するボタン）

IronPyCnt.py （テキスト）

• シーケンサーの例（待ち、開始、待ち、終了）

wait_take_wait_end.scs （テキスト）

• Arduino nano everyで動くGPS 1ppsに同期したLED照射soft

sketch_25aug27a_GPS_intrpt_2way.ino （テキスト）

• フォーラムにあったUCAC4アノテーション

Occultation_1.6.0.zip
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ライセンス購入＆activation
ヘルプ＞SharpCap proのライセンス

https://www.sharpcap.co.uk/

費用は2,700 円/年
複数のPCに入れられる
個人での利用のみ可能
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当日資料の一部の情報を削
除しました



まとめ頁

https://www.sharpcap.co.uk/sharpcap/sharpcap-pro/sharpcappro

できることがかいつまんで書い
てある
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マニュアル https://docs.sharpcap.co.uk/4.1/
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シーケンスエディター

スクリプト



フォーラム

7

よく読むと便利そうなものがある
UCAC4星表のアノテーション機能

https://forums.sharpcap.co.uk/viewtopic.php?t=8492



①ぜひやった方がいい事

•メモリー拡張設定

通常最大2GBをシステムの半分まで拡張できる

※どの程度有効かは未検証
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メモリー設定

ファイル＞SharpCapの設定

設定したら再起動必要

PCの性能を確認

ウィンドウズの設定＞
システム＞バージョン情報
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当日資料の一部の情報を削
除しました



②やるとよさそうなもの

• 2-1プレートソルブ、アノテーション（無料アカウントでOK)

• 2-2極軸合わせ補助

• 2-3シーケンサー （例：撮影開始終了時刻を設定）

•バンド状ノイズ抑制
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2-1プレートソルブ

ファイル＞SharpCapの設定

・ビルトインのソルバー
・Astrometry.netのラッパーである

ASPS(All sky Plate Solver)
などが選択可能

とりあえずビルトインのSharpSolverでよい

視野内の星が60個ー１００個必要らしい

必要に応じてインデックスファイルをDL
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(続)プレートソルブ ツール＞プレートソルブ（ソルブのみ）
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DSIA(Deep Sky Image Annotation)
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ツール＞DSIA（ディープスカイイメージアノテーション） ショートカットAlt-D プレートソルブの後に実施
アノテーション＝天体名を印字してくれる機能 アイコン
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（※固定撮影だったためずれている）

表示項目を選択可能
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FITS撮影すると
FITSヘッダーに結果が反映される

(続)プレートソルブ
→WCS反映

星にマウスを当てると座標がわかる



2-2極軸合わせ補助

要求事項の説明書き
・0.6－5度の視野、星１０－１５個以上が必要

(焦点距離200mm、ファインダーカメラが最適）
・望遠鏡のホームポジションから開始する

・最初に北極の5度以内に合わせてから
・画像取得＆プレートソルブ、
・星を指定位置に導入するようにマウントを動かす
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ツール＞極軸合わせ



最初だけやってみたところ
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比較用星図
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拡大・比較



2-3 シーケンサー
シーケンサー＞シーケンスエディター

使いそうなメニューは
・TIME
> Wait until <Time of Day>

・Camera
> set <Control Name> to <Control Value>
＞start capturing frames
> stop capturing frames

など
<>には真ん中窓の「Sequence」に取り込んだ時に
右窓「Selected Step Properties」で値を設定できる

保存時のファイルの中身は
ここの文字列がテキスト
ファイルに保存される

シーケンス開始ボタン
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左のメニューから、
真ん中の実行窓に
項目をドラッグして
プログラムを作る



(続)シーケンサー
フィルター機能
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例：waitと打つと、
waitを含む項目が表示されるので、
タブを選んで探してみる



(続)シーケンサーの具体例
配布資料wait_take….scs

21

決まった時刻まで待ち、
撮影開始、
決まった時刻まで待ち、
撮影終了

カーソルを合わせると
時刻設定窓に
時刻が表示されるので
編集する*.SCSという拡張子の

ファイルに書かれている
内容



(参考)Arduino nano everyを使った
自動開始のためのLED照射プログラム
配布資料 sketch_....zip
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・LED２つのうち、一つは常時点滅、一つは設定時間のみ点滅できます
・開始、終了を２回設定できます
・配布したスケッチの２つの時間帯を書き換えて使います
（・同じ名前のフォルダーに入っている必要があるようです）

書き換えるところ



自動ON/OFFの例
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※マイコン経由なので
遅れ測定が必要

（ms未満のはずだが）



③マニア向け？

• 3-1 コンソールでコマンドを直書き

• 3-2 スクリプト

ボタン窓を作って露光時間などをボタンで設定（配布資料）
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画面
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スクリプト＞コンソールを表示

上：コンソール

コマンドを打てる

下：スクリプト読み出し窓

アイコンからスクリプト選択

または

スクリプト＞スクリプトを実行



3-1 python 直書き

スクリプト＞コンソールを表示
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フォント選択などが出る

手でコードをそのまま書ける
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オブジェクトの後にドットを
書くと候補が表示される



pythonの
object list

使用可能オブジェクトの中身が
書かれている
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https://docs.sharpcap.co.uk/4.1/



オブジェクト中身例

>>> print(SharpCap.SelectedCamera.DeviceName)
ZWO ASI462MC

>>> print(SharpCap.SelectedCamera.IsPreviewing)
True

J2000から現在時刻での天体座標変換の例

>>> from SharpCap.Base import RADecPosition
>>> from SharpCap.Base import Epoch
>>> pos = RADecPosition(1,45, Epoch.J2000)
>>> print (pos.AdjustToEpoch(Epoch.JNOW))
RA=01:01:29.0,Dec=+45:08:10
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※ただし、astropyなど便利なmoduleを
取り込めない

SharpCap内で完結するコードか、sys等で
外部コマンドを駆動させる必要あり



3-2 スクリプト(1)
設定をボタンで表示する例

配布資料IronPyCnt.py
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①開く
→プログラムが
展開される

②動かす
再生ボタン
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画面が背後にある場合は
タスクバーで選択



コードの一部
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①クラスControlFormを定義

②クラス中、ボタン作成とイベントハンドラ関連づけ

③クラス中、イベントハンドラ作成

④メイン



フォーラム
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よく読むと便利そうなものがある

UCAC4星表のアノテーション機能
https://forums.sharpcap.co.uk/viewtopic.php?t=8492



3-2 スクリプト(2)
UCAC4アノテーション
ツール(配布資料)
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・野田未使用、IOTA本家の会合で
多分紹介された

・ UCAC4星表ダウンロード必要
（~9GB) 長時間かかる
・ダウンロードコマンド
＞wget -r -np -nH --cut-dirs=5 
https://cdsarc.u-
strasbg.fr/ftp/I/322A/UCAC4/u4b

・UCAC4ファイルのありかを書き
換える

・スクリプト読み出し窓で
"UCAC4_annotation_1.8.py"を選択
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まとめ

• ２枚目「伝えたいこと」ご参照

ーーー
• Level1 ぜひ実施 （メモリ管理）

• Level2 やるとよさそう
• 観測慣れてない方用（プレートソルブ、アノテーション、極軸合わせ、自動開始終了）

• Level3 マニア向け：pythonが書ける方
• １ボタン作成コード（露光時間を手で打つのが面倒な方）
• ２Forumコード使用例：Jean-Francois氏が作成された「UCAC4星表のアノテーショ
ン」

ーーーー

• 便利そうなものはありましたでしょうか…
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